
 
 
 
 
 
平成２４年４月の豊成小学校移転に向け、平成２２年６月１２日（土）午後１時３０分より「第１２回豊成

小学校移転準備検討委員会」が開催されました。 

委員８名、事務局職員 1０名（教育委員会職員１０名）、帯広建設管理部（旧帯広土木現業所）職員４名、

報道関係者1名の２３名が出席しました。 

現地視察を行った後、議事に先立ち、第１１回委員会の内容について確認を行い、検討事項について協議を

行いました。 

 
◆移転用地に隣接する機関庫の川の視察 
豊成小学校を出発し、出席者全員で移転用地に隣接する機関庫の川の視察を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆機関庫の川の整備概要について 
川をはさんで右岸、左岸に「管理用道路」、その

管理用道路同士をつなぐ形で、池をはさんで「散策

路」となります。池の周りは周囲を周回できる「観

察路」を設けています。 

学校から池への動線については、図面上は階段と

なっておりますが、車椅子利用者等に配慮し、帯広

建設管理部において、スロープ形式の設置を検討し

ています。 

 

→裏面へ続きます 
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 配置図、平面図を参照しながら、同行して

いただいた帯広建設管理部の職員から、機関

庫の川の現状と、今後の整備概要の説明があ

りました。 

子どもたちが安全に利用できるよう

に、池については泥を除き、池底に

石を敷き、水深を３０ｃｍ程度にす

るほか、池への流水量を増加させる

ことを基本に検討しています。 

機関庫の川の図面 



◆信号機の設置要望箇所の視察 
信号機の設置要望をしています5箇所の現状を視察しました。 
○定周式信号機の新設・・・・①青柳通（整備中）と豊成通の交差点 
○歩行者用信号機の新設・・・②学園通と国道２３６号の交差点＜東側及び西側＞ 

③青柳通（整備中）と学園通の交差点＜北側及び西側＞ 
○手押し式信号機の新設・・・④共生通と公園東通の交差点 

⑤共生通と稲田４号通の交差点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

◆機関庫の川の活用について 
帯広建設管理部の職員から、今後の整備に関するスケジュールの説明がありました。工事は平成２３年度に

実施することとし、平成２２年度は検討委員会や「ふるさと機関庫の川整備協議会」において、整備に対する

意見要望を集約し、内部での検討を行ったうえ、１０月頃を目処に最終的な整備内容を決定していくとのこと

でした。また具体的な検討事項として、池の周囲の観察路から池の中への入り口について、傾斜をつけて安全

に入っていけるよう検討を行っているが、その必要性や規模に対する意見を求めたことに対し、委員からは、

「池の周囲全方向から入っていけるようでは、子どもたちの安全性確保が難しい。池の周囲の半分程度が適当

ではないか」という意見が出されていました。今後、学校側としても授業等での活用について検討し、検討結

果に基づく意見要望等を帯広建設管理部に伝えていくこととしました。 
 

＜委員からの意見・要望など＞ 

・池の周りの大きな木は、将来的に傾いて倒れてくるなどの安全面への影響はないのか？ 

→直ちに倒れるような状況ではないが、今後、根腐れ等が見受けられるような状態になった際には、伐採
も含めて、安全面の確保については、しっかり対応していきたい。（帯広建設管理部より回答） 
 

◆第１３回委員会のお知らせ◆ 

平成２２年９月中旬頃に豊成小学校での開催を予定して

います。 

協議事項等は 

○機関庫の川の活用について 

○跡地利用、記念広場の整備・管理方法等について  

などを予定しています。 

ご意見・ご要望は教育委員会・学校までお寄せください。 

※委員会ニュースは、市のホームページにも掲載します。 

◆連絡先◆ 

○帯広市教育委員会企画総務課総務係 

電話 0155-65-4201（直通） 

○豊成小学校 

 電話 0155-48-2558 


